
学校名【札幌市立 平岡緑中学校】 【課題１】

１　目標
（ねらい）

２　実施対象者
（学年・人数）

（１） 学校における活動

① 教科名 （ 　　保健体育科　　）

② 行事名 （　　　　　　　　　）　

③ その他 （　　　　　　　　　）

（２） 地域における活動

① イベント名 （　　　　　　　　　）

② その他 （　　　　　　　　　）

４　取組内容

５　主な成果

③　自分が住んでいる地域や札幌のよさを感じた。 86.5

３　展開の方式

６　アンケート結果

アンケート項目 学習の実施後（％）

①　オリンピックやパラリンピックについて興味が高まった。 94.1

②　様々な人を理解し、共に生きる大切さを感じた。 96.1

・オリンピアン・パラリンピアンの講話を通して、ウィンタースポーツへの興味・関心の喚起を図り、

冬期間における体力向上のきっかけの一つとする。

・目標の実現に向かう過程(成功だけではなく、失敗、挫折なども含めて)に触れ、生徒自身が今の自分

と重ね合わせて、未来を考えていくための視野を広げていく。

・これまでの経験則からスポーツを通して得た学びや、今後の展望などのお話を聞くことを通して中

で、正しい努力の方向性などのヒントにつなげていく。

1～3学年　370名

○取組の様子

　２月20日(金)６時間目に全校集会形式で、『オリンピックを通して世界平和と夢を

叶えるために』と題して、北海道オール・オリンピアンズ オリパラ教育担当事務局か

ら鈴木 靖 様をお招きして、全校生徒を対象とした講演を実施した。

　オリンピックの歴史や目的などについて分かりやすくご説明いただき、ご自身の選

手としての経験・体験から学びとしていることをお話しいただいた。特に、｢あきらめ

ないこと｣の大切さや自分自身の努力が｢誰かのために｣なることの価値について、生徒

と近い距離で伝える姿が印象的だった。最後に生徒からの質問にも丁寧にご回答いた

だいた。

・冬季ミラノ・コルティナオリンピックが開催中という時期でもあり、講演会実施前

から生徒たちの関心は高かった。

・オリンピアンならではの実体験に基づくお話から、目標を｢人と比べないでもつこと

の大切さ｣や｢あきらめないこと｣から生まれる価値、努力をすることで｢自分自身が得

られること｣について、自分事として捉えながら話を聞く姿勢が見られた。

令和７年度　オリンピック・パラリンピック教育推進事業

実施報告書


